
　平成29年度まで単年度ごとに行ってきた「大阪市立図書館の目標とその振り返り」については、30年度より主要計

画の基本方針に沿って、具体的な実施状況の検証を行うこととした。令和5年度目標に掲げた指標に対する結果を報

告するとともに、自己評価を記すこととする。

R5目標 R5実績 R7目標

1,618万 1,595万 1,680万

小学校 29.5 30.5 23.5

中学校 48.7 48.4 44

75.2 74.0 76.5

小学校 34 32.2 38

中学校 4.5 2.7 6

74 69.6 80

R5目標 R5実績 R7目標

492,000 509,365 － 運営方針

1,540 1,555 － 運営方針

3,000,000 3,222,665 3,000,000 子読計画

98,000 82,348 100,000 子読計画

28,000 20,675 28,000 子読計画

1,200 1,659 1,200 子読計画

24 26 － 運営方針

「運営方針」：令和４年度教育委員会事務局運営方針
「子読計画」：第4次大阪市子ども読書活動推進計画(令和4～7年度)

取組内容

電子図書館機能の利用促進　アクセス件数(件)

国立国会図書館レファレンス協同データベース事業のレファレンス事例公開件数
(件) 　　調べ方マニュアル・特別コレクションに関する件数を含む

「学校図書館やその蔵書を活用した授業を計画的に行いましたか」に対して、「週に
１回程度、または、それ以上行った」又は「月に数回程度行った」と回答する学級担
任の割合(%)【大阪市小学校学力経年調査】

市立図書館における児童書の貸出実施(冊数)

市立図書館から小中学校への団体貸出実施(冊数)

市立図書館ホームページ「こどものページ」「ティーンズのページ」の充実　　アクセ
ス件数(件)

市立図書館と区役所等との連携事業実施(件)

学校図書館支援ボランティア研修、交流会の開催(件)

施策目標（プロセス指標）

市立図書館来館者数とＨＰアクセス件数の合計(件) 【本市調査】

「学校の授業時間以外に、普段(月曜日から金曜日)、１日当たり
どれくらいの時間、読書をしますか(教科書や参考書、漫画や雑
誌は除く)」に対して、「読書を全くしない」と回答する児童生徒
の割合(%)【全国学力・学習状況調査】

「読書は好きですか」に対して、肯定的に回答する児童の割合(%)【大阪市小学校
学力経年調査】

学校図書館貸出冊数〔児童生徒１人当たりの年間貸出冊数〕
(冊)【本市調査】

教育振興基本計画に掲げた施策目標≪令和5年度実績値≫

その他の計画、局運営方針に掲げた主な取組≪令和5年度実績値≫

 1 知識を創造する図書館へ －情報拠点化施策の推進－

 2 人と、心を育てる図書館へ －子どもの読書相談支援センターとしての機能強化－

 3 学校支援の機能強化

 4 効率的な運営体制の確立

「いつでも、どこでも、だれもが、課題解決に必要な情報にアクセス可能な創造都市の知識・情報基盤」として、調査相

談機能・情報提供サービスの高度化を進め、一層の機能強化を図るとともに、未来を担う子どもの心を育て、豊かな

感性と創造力を育むため地域・学校との連携による子どもの読書活動を推進する「知識創造型図書館」を目指す。
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具体的取組 指標 実施状況 評価

・市民のニーズにあった図書館資料の収集・更新と
タイトル数の確保

収集図書タイトル数 年度中に発行された新刊図書を
25,829タイトル購入（前年度比
5.4%減）

・参考図書や主題図書など市民の課題解決に役立
つ資料の充実整備

参考図書蔵書冊数 参考図書を新たに、1,598冊受
入し、市民の課題解決に役立つ資
料の充実整備を継続

・区の情報拠点としての地域の資料・情報収集機
能の充実整備

地域資料蔵書冊数 地域資料を収集・整理し、4,561
冊を新たに提供

・調べ学習や読書活動支援のための図書の充実 学校支援用図書蔵書冊数 調べ学習支援等の児童図書を継
続整備（購入受入：413冊 前年度
比15.0％減)

・ビジネス講座の継続開催 ビジネス講座実施回数 5回実施。参加者数141人（前年
度147人）

・OMLIS（利用者用検索端末）利用促進 使い方講座実施回数 13回（前年度9回）

レファレンス公開件数 1,555件（前年度比5.0％増）

レファレンス事例アクセス件数 569,751件（前年度比20.4％
増）

・レファレンスサービスの周知 利用者アンケート結果 アンケート満足度　中央図書館
59.8％（前年度比6.4％減）

・横断検索（他機関の所蔵一括検索）の利用促進 横断検索のアクセス件数 314,851件（前年度比2.4％増）

・ディスカバリーサービス（各種データベースの一
括検索）の利用促進

OMLINサーチのアクセス件数 458,256件（前年度比21.3％
増）

・ホームページ「おおさか資料室」の拡充 「おおさか資料室」アクセス件数 10,647件（前年度比28.8％減）

・「思い出のこし」カードの公表・データベース追加
等事業の推進

「思い出のこし」カードの受理件
数、公表件数

受理60件、公表36件（前年度：受
理25件、公表67件）

・広報媒体の効果的活用
・図書館ホームページでの情報発信の拡大

図書館ホームページアクセス件数
（新）

10,760,420件
（前年度比0.4％増）

SNS発信回数 X(旧Twitter)発信件数901件
（前年度比1.0％減）、Facebook
発信件数134件（前年度比
252.8％増）

SNSフォロワー数（新） X(旧Twitter)フォロワー数
3,745、Facebookフォロワー
数1,151

・「新着おしらせメール」など情報提供の拡大 「新着おしらせメール」登録件数 10,438件（前年度比3.1％増）

・収集・製作の継続
・マルチメディアデイジー等の地域図書館における
提供の促進

アクセシブルな書籍等の所蔵点数 LLブック 792点（前年度比96点
増）、マルチメディアデイジー
600点（前年度比374点増）

・読書バリアフリーに関する広報・啓発 読書バリアフリー啓発イベント・展
示等実施回数

読書体験会、製作講習会など14
回、参加者数194人、読書バリア
フリー啓発展示2回

・拡大読書器の地域図書館設置 拡大読書器設置館数（新） 21館

・職員・ボランティア等を対象とした研修や養成・ス
テップアップ講座等の実施
・関係機関との連絡会等の実施
・サピエ登録の継続

・国立国会図書館の「視覚障がい者用データの収
集及び送信サービス」へのデータ提供

「視覚障がい者用データの収集及
び送信サービス」へのデータ提供
件数

0回（前年度0回）

図書館を地域の総合的な知識情報活用基盤として、その利用条件
を整備する地域の情報拠点化施策の推進基本方針 1　知識を創造する図書館へ

○図書館資料の充実

○レファレンス・情報サー
ビス・情報発信機能の拡
充

○レファレンスサービス
の周知

○情報リテラシーの向上
支援

○市民への広報の拡充
（利用の促進）

・国立国会図書館レファレンス協同データベース事
業へのレファレンス事例公開

・SNSを使った情報発信の継続

○

○アクセシブルな書籍等
（※）の充実

○障がい者サービスの利
用促進、施設整備

○読書バリアフリーに関
する人材育成、連携協力

※点字図書、録音図書、Ｌ
Ｌブック、大活字本、デイ

ジー図書（音声デイジー・
マルチメディアデイジー）

等

●
情
報
収
集
・
課
題
解
決
の
た
め
の
図
書
館
機
能
の
充
実

○

○

○

取組項目
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・外国語資料の充実 外国語図書の受入冊数 1,544冊(前年度比37.0％増）

・ハンブルク市図書館との図書交換の継続実施 ドイツ語図書53冊受理、日本語図
書40冊送付(前年度は未実施)

・多言語による利用案内

・外国語の絵本等を活用した行事の実施 外国語の絵本等を活用した行事の
実施回数

28回(前年度7回)

・外国語資料ページの充実 外国語資料ページのアクセス件数 3,887件（前年度比20.5％減）

・日本語に習熟していない人のための「やさしいに
ほんご」のページの充実

やさしいにほんごのページのアク
セス件数

15,128件（前年度比％5.8％減）

・やさしいにほんごモードのOPACの広報・周知 やさしいにほんごモードOPACの
アクセス件数

１，９１８件 （前年度比14.9％減）

・電子書籍の活用 電子書籍（外国語・日本語学習用
図書）のアクセス件数

3,299件（前年度比15.4％増）

・学校等に向けた外国語資料の団体貸出について
の周知・活用促進

外国語資料の団体貸出冊数（新） 56件、2,334冊

・電子資料の収集・提供による電子図書館機能の
充実

電子書籍アクセス件数、フルテキ
スト閲覧件数

アクセス件数　33,619件（前年
度比11.2％減）、フルテキスト閲
覧件数　38,130件（前年度比
15.7％減）

電子図書館機能活用講座実施回
数

一般対象：99回（前年度114回）、
小中学生対象：58回（前年度35
回）（体験学習でのOMLIS研修等
を含む）

商用データベースアクセス件数 99,648件（前年度比32.4％増）

・音楽配信サービス（ナクソス・ミュージック・ライブ
ラリー等）の利用促進

ナクソス・ミュージック・ライブラ
リーサービスのアクセス件数

38,150件（前年度比2.9％減）

・国立国会図書館歴史的音源、デジタル化資料送
信サービスの提供継続

国立国会図書館歴史的音源へのア
クセス件数

333件（前年度比3.2％減）

・デジタルアーカイブの利用促進 デジタルアーカイブのアクセス件
数

329,350件（前年度比2.4%減）

・デジタルアーカイブ画像の高精細化

・デジタルアーカイブのオープンデータ画像につい
て関連展示等イベント実施

デジタルアーカイブのオープン
データ活用イベント実施回数

7回（前年度6回）

・各区広報紙や大阪市生涯学習情報誌「いちょう
並木」への市立図書館の情報掲載、情報紙などに
よる読書普及行事等の情報提供の充実

・区役所等地域施設との連携強化 ★区役所や子育て支援施設等地
域施設と協力した連携事業回数
<目標:1,050回>

1,659件(前年度比5.3％増)

・地域の企業団体との連携実施

・「Hon+α！（ほな！）」スペースの活用の活用方
策の検討

・地域における防災・減災への取組支援 災害、防災関連の取組ページアク
セス件数

1,826件(前年度比12.7％増)

・地域情報の豊富化によるシビックプライドの向上
支援

・市立図書館Wi-Fi環境の提供継続

・蔵書検索モバイル版利用促進 蔵書検索モバイル版アクセス件数 1,193,034件（前年度比9.6％
増）

●地域連携・支援と学習拠点
としての機能拡充

○多文化サービスの展開

・商用データベース、電子書籍等課題解決につな
がる電子図書館機能の利用促進（電子図書館機能
活用講座（一般対象・小中学生対象）の開催や動画
配信による電子図書館機能の案内など）

●電子図書館機能の利用促進

○

○

○

○
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具体的取組 指標 実施状況 評価

・子ども読書の日記念事業の実施 子ども読書の日記念事業参加者
数

648人（前年度比54.3％増）

・大阪市図書館フェスティバルの実施 大阪市図書館フェスティバル
参加者数

3,761人（前年度比209.0％増）

・「こどものほんだな」の作成・配布

・電子書籍サービスで提供している英文児童書の
活用推進

・電子書籍の英文児童書リストの提供

・ホームページ「こどものページ」・「子どもにすす
める本」ページの内容豊富化

★「こどものページ」のアクセス件
数 <目標:27,000件（「ティーン
ズのページ」のアクセス件数との
合計）>

13,244件（前年度比23.5％
減）、ティーンズのページとの合計
20,675件（前年度比32.6％減）

「子どもにすすめる本」のページの
アクセス件数

14,390件（前年度比0.2％増）

・来館や貸出でポイントがたまる「としょかんポイン
トプログラム」実施による読書推進

としょかんポイントプログラム
参加者数（15歳以下）

3,325人（前年度比6.4％減）

・自動車文庫巡回ステーションでのお楽しみ会開
催や広報・情報発信等利用促進に向けた取組実施

自動車文庫車での1日当たりの
児童書貸出冊数

530冊（前年度比5.2％減）

・ティーンズ層の利用を増やすための各種催しや
企画展の開催

・ホームページ「ティーンズのページ」等の充実 ★「ティーンズのページ」のアクセ
ス件数 <目標:27,000件（「こど
ものページ」のアクセス件数との合
計）>

7,431件（前年度比44.5％減）、
ティーンズのページとの合計
20,675件（前年度比32.6％減）

・小学校高学年向け事業の全館実施 ★市立図書館児童書の貸出冊数
<目標:283万冊>（新）

3,222,665冊

市立図書館7-12歳（小）、13-15
歳（中）の登録者数

38,915人（前年度比1.4％増）
（年度利用者数：21,915人）

・乳幼児向け催しの実施

・乳幼児の保護者などに向けた絵本をテーマとす
る展示の充実

・読書相談の広報ポスター作成・掲示等

・子ども・子育てプラザ等就学前施設と連携・協力
したブックスタート事業の啓発の推進

乳幼児健診時の読み聞かせ実施
回数

12回（前年度12回）

・市立図書館全館の子育て支援コーナーでの、区
の子育て支援広報紙・子育て支援施設の行事案内
等の配付

・乳幼児の保護者を中心とした大人への啓発 乳幼児の保護者等対象の読み聞
かせ講座（出前講座「子育てに絵本
を」等）の実施回数

42回（前年度37回）

・幼稚園・保育所・子育て支援施設等への配本 子育て支援施設や幼稚園・保育所
等への配本回数

439回（前年度439回）

・絵本の読み聞かせなど読書活動支援ボランティ
アの派遣

ボランティア派遣回数 1,527回（前年度比100回増）

・ボランティア養成講座、ステップアップ講座の実
施

講座実施回数、参加者数 入門講座（難波市民学習センター
実施分を含む）42回・329人（前
年度38回・429人）、ステップ
アップ講座3回・261人（前年度3
回・228人）

・ボランティア間の情報交換等交流の場の拡大
・ボランティアページの内容豊富化

ボランティアページのアクセス件
数

5,394 件（前年度比8.1％減）

●市民協働による就学前施設
等との連携

●子ども読書活動の推進

取組項目

基本方針 2　人と、心を育てる図書館へ

○

○

図書館を各区の子どもの読書相談支援センターとして、子どもの読
書推進施策の企画、地域や市民との連携事業の企画調整
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・大阪の歴史や文化に触れるクイズを使った「と
しょかんポイントプログラム」の実施

としょかんポイントプログラム
参加者数（15歳以下）

3,325人（前年度比6.4％減）（再
掲）

・連動したクイズ形式の図書館案内、資料紹介継続
実施

・読書や図書館に関心が持てるような講座、参加
型プログラムの実施

・子どもの読書活動推進連絡会の実施 「大阪市子どもの読書活動推進連
絡会」および各区の「子ども読書活
動推進連絡会」実施回数

「大阪市子どもの読書活動推進連
絡会」を8/29に開催、全区で「子
どもの読書活動推進連絡会」を集
合もしくは書面形式で開催

・えほんひろば（絵本展）の開催など、区役所や地
域施設と協力した読書普及活動の実施、情報紙な
どによる読書普及行事等の情報提供

・市民協働事業 One Book One OSAKAの継
続・拡充

One Book One OSAKA関連
イベント実施回数

12回

具体的取組 指標 実施状況 評価

・学校図書館図書整備支援 大阪市学校図書館図書標準達成
率

全校100％達成を維持

・学校司書の配置

・学校司書の資質向上 研修実施回数、参加者数（新） 全体研修2回（358人）、区研修
48回（354人）、蔵書管理システ
ム操作研修1回（25人）、テーマ別
研修（184人）

・学校図書館活性化に向けた取組促進

・小・中学校に対し学校逓送を使った団体貸出の
活用による調べ学習・一斉読書支援

★市立図書館から小中学校への団
体貸出冊数 <目標:9万冊>（新）

82,348冊

・「市立図書館活用の手引き」の改訂

・図書館見学、おはなし会・ブックトークなどの実施 図書館見学職場体験図書館主任
会への参加等連携事業の実施数

3,661件（前年度比18.5％増）

・児童いきいき放課後活動における読書活動への
支援

・学校図書館支援ボランティアの支援．学校図書館
支援ボランティアに対する講座の実施

ボランティア講座実施回数 24回（前年度34回）

・学校図書館を活用した読書活動支援ボランティ
アによるおはなし会の開催や情報共有など連携の
強化

・学校図書館活用推進事業のページの充実 学校図書館活用推進事業ページの
アクセス件数

13,196件（前年度比8.2％増）

・ホームページ「学校支援のページ」の充実 学校支援のページアクセス件数 7,748件（前年度比13.6%減）

・学校園における一部商用データベースの活用支
援

・学校図書館支援等読書普及にかかる中学校等と
の連携強化（推薦図書リストの提供等）

学校図書館活用推進事業の実施
図書の団体貸出等学校への支援・協力

●大阪の歴史・現状・文化につ
いての学習に役立つ資料や情
報の収集提供

●ネットワークの形成

取組項目

基本方針 3　学校図書館の機能強化

●学校図書館の活性化

●市立図書館から小中学校へ
の図書の団体貸出等支援強化

○

○

○

○

5 / 6



具体的取組 指標 実施状況 評価

・広告事業などの実施による歳入確保 歳入金額 貸出レシート広告事業（24館で実
施）956,000円（前年度比
44.4%増）、ホームページバナー
広告事業500,000円（前年度比
35.6%減）、自動車文庫車ラッピ
ング広告事業120,000円（前年
度と同じ）

・ふるさと寄附金の募集広報 ふるさと寄附金額 505,000 円（前年度比95.3％
減）

・寄贈資料の大口募集の継続、広報の強化 企業・団体等からの寄贈受入件数
および冊数

20件、537冊（前年度：19件、
1,589冊）

・より快適に図書館を利用していただけるよう、施
設整備や案内表示の見直し

設備の更新、改装等 書架・閲覧机・椅子等の更新19館

○

・司書の専門性向上と人材育成の充実に必要な研
修等の実施

研修実施回数 全職員を対象とした研修　9回（前
年度10回）、担当者別研修　23回
（前年度28回）

・外部研修への司書の派遣 派遣件数 70件（前年度98件）、Web研修
69件（前年度40件）（いずれも府
立図書館、文部科学省、国立国会
図書館等の主催研修）

・ご意見箱・ご意見フォームの継続設置と、主な意
見に対する回答

・利用者アンケートの実施 中央図書館（毎年）、地域図書館
（隔年）で実施しており、5年度は
中央図書館のみで実施。

・講習会・講座受講者アンケートの実施

（評価：◎→目標以上　○→目標どおり　△→目標以下　×→成果なし）

★は、教育振興基本計画、その他計画、局運営方針に掲げた指標

効率的で効果的な図書館の管理運営の推進
関係機関との連携協力の推進基本方針 4 効率的な運営体制の確立

●図書館事業に関わる成果
（アウトカム）の把握

●経費節減と歳入財源の確保

●利用環境の改善

●人材育成の推進

取組項目

○

○

○
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